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A bstr a(:I
T be follo w l ng
･
thr e edis c rimin a ntfu n ctio n s w e r e m ade to dis c riminate a skullspecim e n ofthe ge n u s
Mogerain Japa n o nits species, with the stepwis e m ethod a nd ba sed o nthe skullm e a s ur e m ents ofr e ce nt
4 2M
･ tokuda e, 64M ･ im aiz u miia nd 24 3M . w ogu r ain the se c o nd ye a r oftheirlife(The ab breviatio n s ofthe
skullm e a s u r e m e nts a r e sho w nin Fig. 1).
Yt - 3732.96 R/P+9607.10B/ P+ 27675.3 Ⅰ/P+31 02.08 C/ B+ 739 7.00 M/B+ 573.6 5 M/C
-11148.8 6 M/P-5458.18Ⅰ/R--954.54R/ M-498 6.37Ⅰ/ M-4696.36
Y i- 3816.38R/P+9645.10B/P十 27876.8 1Ⅰ/P+313 7.38 C/ B+ 7424.54 M/B+ 580.19 M/ C
-11186.27 M/P-5684.84I/氏-999.68 R/ M-4 701.52I/ M-4775.63
Yw - 3888.40 R/ P+ 9074.31 B/P+ 26634.28Ⅰ/P+3156.42C/ B+ 6917.97 M/B+ 506.19 M/ C
-10199.06 M/P-5432.74Ⅰ/R-866.29 R/ M-4481.46Ⅰ/ M-46 03.77
In thes efu nctio n s, whe nthela rge st Y o nthe skullspe cim e nis Yt, Yio rYw , the spe cim e nis disc rim-
in ated to M ･ tokudae , M ･ im aizumiio r M ･ wogu r a, r e spe ctiv ely. Fu rtherly, m o r epr e cis edis c rimin atio n
betw ee nM ･ imaizu miia nd M ･ w og w a w a spo ssible withthefollo wingfu n ctio n.
Yiw - 369.40/ R-63.ll M/C+ 228.69 R/ M-721.76I/ M-29.50 R/C-46.31 R/P-0.73
In the sefu n ctio n s, whe n Y iw <O o rY iw >O o nthe skullspe cim e n,itis disc rimin atedto M . im aizu mii
o rM ･ w ogu r a, r espectively･ A fo ssilof a n up pe rja w of Moge ra sp p. ofthe ye a rin itslife obtain ed fr o m
a fo r m atio n of Pleisto ce n ein S hir oiw a, In a s a-gu n, S hiz u oka Pr efe ctu r e, Japa n(depo sited in Natio n al
Scie n ceM u s e u m
,
Tokyo, No･ P V-085 73)w a sdis c rimin ated to M w ogura with the fo ur fu n ctio n s(Yt -
4505･07, Yi- 4509･55, Yw
- 4523.28, Yiw - 4 3.87). Ho w ev e r, the pe riod when this fo s silw a s aliv eis n ot
e x a ct u nfo rtu n ately, bec a u s eit w a sfo u nd in fis s u r edepo sits .
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日本列島 に は 現在 7種類 の モ グ ラ 科 動物 が分布
し て お り , そ の 中 で も モ グ ラ 亜 科 モ グ ラ 属 Mogera
に 含 ま れ る サ ド モ グ ラ M . tokuda e, ア ズ マ モ グ ラ
M . imaizu mii, お よ び コ ウ ベ モ グ ラ M , w ogu ra の 3
種 が 最 も地下生活 に 適応 し た主要 な モ グ ラ 類 で あ
る ｡ こ の 3種 に つ い て は, 系 統的類縁関係 と分布
の 状沢 , 分 布境界域 で 見 ら れ る種問競合 の 様子 な
ど か ら , そ れ ぞ れ の 種が 現在 の 分布 を持 つ に至 っ
た生 物地 理学的過程 に 関す る研究 が か な り行 わ れ
て き た (A be, 1967, 1985 ;阿部 , 1961, 19 74,
土 屋 , 1988)｡ そ れ ら に よ る と 最 も未分化 な形態
を有 し, 佐 渡 島 と 対岸 の 越後平野 の
一 部 に の み 分
布す る サ ド モ グ ラ は, 現 在 で は 山岳地帯 を中心 に
本州 の 一 部 に の み分 布す る ミ ズ ラ モ グラ Euro scapto r
mizu raの よ う な 原始的 な種 か ら, お そ らく佐渡島
の 独立 に よ っ て 島内 に 隔離 さ れ た も の が 種分化 し,
そ の 後 時期 は不明 で あ る が 一 時的 に 佐渡島 が本州
と接続 し た 際 に 越後平野 に進入 し た の で あ ろ う と
さ れ て い る ｡ こ の 平 野 の サ ド モ グ ラ は そ の 後 に 大
陸 か ら 進入 し て き た ア ズ マ モ グ ラ と の 種 間競合 に
曝 さ れ て お り , さ ら に ア ズ マ モ グ ラ もさ ら に 後 に
ユ ーラ シ ア 大 陸 か ら 進入 し て き た コ ウ ベ モ グ ラ と
の 種 間競合 に よ っ て 西 日本 の 大半 の 地域 か ら 駆逐
さ れ た と さ れ て い る (上記の 他, A be, 1995 ;阿
部 , 1988, 1991, 1998a, b ;横畑 , 19 8)｡ しか し,
そ れ ぞ れ の 種 の 分 化 や , 種 分 化 の 起 き た 場所 以 外
の 現在 の 分布地域 へ の 進 入 な ど, 個 々 の 過 程 が 起
こ っ た年 代 は t 分 子遺伝学的 な研究 (岡本, 1998
a, b) が あ る 程度行 わ れ る よ う に な っ た 現 在 に お
い て も, ま だ 明 ら か に な っ て は い な い ｡ そ の 原因
の 一 つ は, こ れ ら の 3種 が 形態学的 に 極 め て 類似
し て お り , 特 に こ れ ま で ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ
グ ラ が 上顎切歯列 の 形状 に よ っ て しか 区別 で き な
か っ た た め (A be, 1967, 1995; 阿 部 ら , 1994;
M ｡t｡ka w aa nd A be, 1997), 化 石 の 正 確 な 種 の
同定 が ほ と ん ど の 場 合不可能 な こ と で あ る｡ 現 在
ま で に 青 森県 , 静 岡県 , 山 口 県 な ど 本州 の 各地 か
ら モ グ ラ 亜 科 な い し モ グ ラ 属 の も の と さ れ る か な




( 当時は ア ズ マ モ グ ラ の 学 名 と
さ れ て い た) と 記述 さ れ て い る｡ し か し, そ れ ら
は A be (1967) 以前の , ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ グ
ラ が 同種 で あ る と さ れ る こ と の 多 か っ た 時期 の 論
文 (長谷川, 1966) や そ れ に 基 づ く総説 (河村ら,
1989), 二 次 資料 (To mida a nd Saku r a, 1991)
な ど で あ り , 正 確 に 日 本産 モ グ ラ 属 の 化 石 の 種 が
同定 さ れ た こ と は な い ｡
著者 は 国立科学博物館地学研究部古生物学研究
室 に 保管 さ れ て い る400点 に 及 ぶ 日 本産 モ グ ラ 科
モ グ ラ 亜 科化石を調査 し, 種 の 同 定 に 必要 な上顎
前部 の 含 ま れ る もの を 見出 した ｡ そ の 種 の 推 定を ,
現生 の モ グ ラ 属 3種 の 頭骨計測値 に基 づ い て 作 出
し た 判別関数を用 い て 行 な っ た の で , そ の 結果 を
報告す る｡
2 . 材料お よび方法
国立科学博物館地学研究部古生物学研究室 に は
425点 の 日 本産 モ グ ラ 亜科 の 化石 が 収蔵 さ れ て い
る (To mida a nd Saku r a, 1991)｡ しか し, そ の 大
部分 は下顎骨 の 一 部 や 歯 , 上腕 骨 な ど で あ り , 種
の 推 定 が 可能 で あ る と判断 さ れ , そ の 対 象 と し た
化石 は 図 1 に示す上顎前部 1点 ( 標本番号P V-
図 l, 判別 の 対象とな っ た静岡県引佐 町産 Mog m 属上顎部
化石 (腹面)
A fo s silof llP Pe rJa w Ofge n u sMogw a fr o mln a s a･
s hiz u oka Pr efe ctu r e, Jap an (Ventr al vie w)
-38-
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08573) の み で あ っ た ｡ To mida a nd Saku r a(1991)
に よ る と , こ の 化石 は 静岡県引佐郡引佐町 の 白岩
採石場産 の も の で , 更新 統竜 ケ石層 の れ っ か 堆積
物中か ら 出土 し て い た ｡ こ の 地 域 の 化石動物群 は,
中 期 - 後 期 洪積世 ( 現在 の 表現 で は 中期 - 後 期
更新 世) の も の と さ れ て い る (Shika m a a nd
Ⅲa s eg
･
a w a, 1 958; 長 谷川, 1 966)｡ こ の 化 石 に つ
い て 6 部 位 (口蓋長 , 上顎歯列長 , 上顎犬歯一第
3日歯間長, 上 顎臼歯列長 , 吻部幅, 最 大 臼歯間
幅 ; 図 2) の 計測 を行 な い , Ho sletta ndlm aiz u mi
(1 966) お よ び 横畑 (1994) に 基 づ き 上顎臼歯 の
摩滅 の 程度 に よ っ て 齢 の 推 定を行 な っ た ｡
同 じ部位 に つ い て 北 海道大学農学部, 国 立科学
博物館, 比 和町立自然科学博物館, 大 阪市立自然
史博物館 に収蔵 さ れ て い る 同 じ齢 の サ ド モ グ ラ42
点 , ア ズ マ モ グ ラ66点 , コ ウ ベ モ グ ラ243点 の 頑
園 2 . 判別分析 に 用い たモ グラ 属頭骨の 計測部位 (腹面)
M e a s u r e m e nts of skullof Moge n z sp p･ u s ed fo r the
dis c ri min a nt an alys e s(Ve ntral vie w)
P : 口 蓋長 palatal le ngth,
I : 上顎歯列長 Lengthofup pe rto othr a w,
c :上顎犬歯一第 3 日歯 間長
Dista n c ebetw e e n up pe r c a ni e a ndthird m olar ,
M : 上顎臼歯列長1e ngthofuppe r m olar r o w,
R : 吻部幅 Br e adth ofr o stru m,
B :最 大臼歯間幅 Br e adth a c r o s s up pe r m olar s
(I :上顎 切歯突出長 (i - c)
Lengthofpr oje ctio n ofllP Pe rin cis o r r o w,
C :上顎 犬歯 一 前日歯列長 (c - M)
Lengthofup pe r c amin e a ndpr e m olar r o w)
骨 標本上顎部 の 計測を行 な い , 判 別 関数 の 作出 に
供 し た ｡ 計 測 の 大 半 は ミ ッ ト モ 社 製 デ ジ マ チ ッ ク
キ ャ リ バ に よ っ て 行 な い , 国立 科学博物館収蔵標
本 の 口 蓋長 の 一 部 は N IK O N社製測定顕微鏡 M M
-11 Bに よ っ て 計 測 し た ｡ ど の 計 測 も 1/100m m
の 位 ま で 行 な っ た ｡ 判 別関数 の 作出に は S A S Ve r-
sio n5. (S AS In stitute, 1985) の ソ フ ト ウ ェ ア を
使 用 し, 説 明変量 に は 6部位 の 計測値 の う ち 口 蓋
良 , 上 顎 臼歯列長, 物部幅 , 最大 臼歯間幅 の 4 部
位 と上顎切歯突出長 (歯列長と犬歯一第 3日歯間
長 の 差), 上 顎 犬歯一前日歯列長 ( 犬歯-第 3日
歯間昆 と上顎臼歯列島 の 差) か ら , 大 き な は う で
小 さ な は う を 割 っ て 得 られ る 全15通 り の 相 対値を
用 い て , stepwis e法 に よ る 変数選択 を行 な っ た ｡
サ ド モ グ ラ , ア ズ マ モ グ ラ , コ ウ ベ モ グ ラ の 3種
の 計 測値をす べ て 用 い , こ の 3種 を同時 に 判別す
る判別式 を作 出す る と と も に , サ ド モ グ ラ を 除く
2 種 の 計測値 の み を 用 い , ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ
モ グ ラ だ け を 判別す る判別式 を作 り 出 し , そ れ ら
の 式 を 用 い て 上 記 の 上顎部化石 の 種を推定 し た ｡
3 . 結 果
用 い た 上顎化石 は 臼歯列 の 摩耗状況 か ら, 生後
1 年以上 2年以内 の 個体 の もの と推定 さ れ た｡ そ
の 計 測値 を以下 に示す ( 単位はす べ て m m)0
口蓋 長 (P)
上顎歯列長 (i)




上顎切歯突出長 (i- c ; Ⅰ)






























通常 サ ド モ グ ラ , ア ズ マ モ グ ラ の 2 種 と コ ウ ベ
モ グ ラ の 区 別 に 用 い られ る 上顎切歯突出度 (上顎
切歯突出長/ 吻部幅)は0.20 と なっ た ｡ 同 じ 齢 の
現生 の 標本 を用 い て 作 出 さ れ た こ れ ら 3種 の 判別
関数 は,
- 39-
y t - 3732.96 氏/P+96 07.10 B/P十2 7675.3 1 I/P
十3102.08 C/B+ 7397.00M/ B+573.65 M
/c - 11148.86M /P-54 58.18I/ R-954･54
R/M-4986.3 7 Ⅰ/ M-4696.3 ･ ･ ･ (1)
y i- 3816.38 氏/P十 9645.10 B/P+2 78 76.81 Ⅰ/P
+ 3137.38 C/ B+ 7424.54 M/ B+ 580.19 M
/c-11186.2 7 M/P-5684.84Ⅰ/氏-99 9.68
R/ M-4701.52Ⅰ/M-4775.63 - (2)
y w - 38 88.40 R/P+9074.31 B/P十26634.28 Ⅰ/P
+ 3156.42 C/ B+ 6917.97 M/ B+ 506.19 M
/c-10199.06 M/P-54 32.74 I/R-86 6129
R/ M-44 8l.46 I/ M14603.7 7 ･ - (3)
と な っ た ｡ こ れ ら の 判別関数 に お い て , 3 つ の Y
値 の う ち Y t , Y i, ま た は Y w が 最 大 に な れ ば
そ れ ぞ れ サ ド モ グ ラ , ア ズ マ モ グ ラ , コ ウ ベ モ グ
ラ と 判別 さ れ る ｡ 用 い た 現生 の 標本 の こ の 判 別関
数 に よ る判別結果 を表 1 に示す ｡ こ れ ら の 判 別関
数 に よ っ て サ ドモ グ ラ42例中15例 と ア ズ マ モ グ ラ
66例中64例 , コ ウ ベ モ グ ラ243例中226例 は 正 し く
判別 さ れ た が , サ ド モ グ ラ15例 と ア ズ マ モ グ ラ 2
例 , コ ウ ベ モ グ ラ17例 は 他 の 種 に 判別 さ れ た ｡
次 に , ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ グ ラ の 2種 の 判
別関数 は ,
y iw - 369.40 I/R-63.ll M/C+228.69 R/M
-721.76 I/M 129.50 R/C-46.31 R/P
-o.73 - (4)
と な っ た ｡ こ の 判 別関数 に お い て , Y iw が 負 の
値 を 示 せ ば ア ズ マ モ グ ラ , 正 の 値 を示 せ ば コ ウ ベ
モ グ ラ と判別 さ れ る｡ 用 い た現 生 の 標本の こ の 判 別
関数 に よ る判別結果 を表 2 に 示す｡ こ れ ら の 判 別関
数 に よ っ て ア ズ マ モ グ ラ66例中63例 , コ ウ ベ モ グ ラ
243例中229例 は正 しく 判別 さ れ た が , ア ズ マ モ グ ラ
3例 と コ ウ ベ モ グ ラ14例 は他の 種 に 判別 さ れ た｡
(1) - (4) の 判別関数 に対象 とす る上顎化石
の 計測値を代入 し た と こ ろ ,
y t - 4505.07, Y i- 4509.55, Y w
- 4523.28,
Y iw - 43.8 7
の 結果 が 得 ら れ , こ の 化石 は コ ウ ベ モ グ ラ と 判 別
さ れ た ｡ コ ウ ベ モ グ ラ と い う 判 別結果 が示 さ れ た
場合 の 正解率 は99.1% ( 表1) お よ び98.7 % ( 義
2) で あ る た め , こ の 判 別 は は ぼIt しい も の と推
定 さ れ る｡
4
. 考 察
A be (196 7, 1985, 1997) お よ び 阿部 (1961,
19 74, 1991, 1998a, b) に よ る と , モ グ ラ 属 の 3
表 1 . 判 別関数 の 作出に 用い た現生 モ グラ 属模 本の 判別関数 (1)
- (3) に よる判別結果
Fig. l . Re sults of dis cri min atio n u singthe disc ri min a ntfun ctio n s(1)
- (3)
o n the r e c e nt spe cim e n sin ge n u sMoge ra u s edto m akethe fun etion s
判 別関数 に より 推定 され た種 実際の 種 Actu al spe cie s 合計 正解率
Res ults ｡f dis crimin ati｡n サ ドモ グ ラ ア ズ マ モ グ ラ コ ウ
ベ モ グ ラ Total (%)
サ ド モ グ ラ M . tokuda e 27
ア ズ マ モ グ ラ M . im aizu mii 15
コ ウ ベ モ グ ラ M . wogu ra 0
誤判別数/ 合計
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表2 . 判別関数の 作出 に用 い た現生 モ グラ 属標本の 判別関数 (4) に よる判別結果
Fig･ 2 , Re s ults of dis c ri minatio n u singthe dis cri min a nt fun ctio n s(4) o n the
r e c e nt spe cim e n sin ge n us Moge r a u s ed to m ake the fu n ctio n
判別関数 に よ り 推定 され た種 実際 の 種 Actu al spe cies 合計 正解率
Res ults of discrimin atio n ア ズ マ モ グ ラ コ ウ ベ モ グ ラ Total (%)
ア ズ マ モ グ ラ M im aizu mii 63




Nu mbe r s of e r ro r sγ/Total
(%)
3/66 1 4/243 17/309
( 4.5) (5.8) (5.5)
種 の モ グ ラ の 体 の 大 き さ に は著 し い 地 理 的変異 が
諸 め ら れ , 異 な っ た 地域間 で 比較 を行 な う と 種内
で は も と よ り種問 に お い て も計測値 の 重複 は著 し
い 場 合が 少 なく な い ｡ ま た , 化石 な ど過去 の 晴乳
動物資料 の 体 の 大 き さ は 同 じ 地域 の も の で も年代
に よ っ て 異 な る 場合 が あ り (阿部 , 1991), 日 本
産小型晴乳類 の 中 で は早期縄文時代 の 中部地方産
の ア カ ネ ズ ミ Apode m us specios usの 臼 歯 の 大 き さ
が 現代 の もの よ り 大 き か っ た (宮尾ら, 1981) 伝
ど の 例が 知 ら れ て い る ｡ 一 方 , 日本 産 モ グ ラ 属 の
分 類学的検討 に は, 頭 骨計測値 の 相対値 が よ く用
い られ て お り , 現 生 の 日本産 モ グ ラ 属 の 種 の 鑑別 ,
特 に ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ グ ラ の 区別 に は , 体
の 大 き さ に 左 右 さ れ な い 上 顎切歯列 の 突出度 が よ
く 用 い ら れ て き た (A be, 196 7, 19 5; 阿 部 ,
1988; Motoka w a a nd A be, 1 99 7)｡ 肉 眼 的 な 種
の 区別 に は , 上顎 切歯列 の 形状 が ア ズ マ モ グ ラ で
前方 に突 出 し て 逆 Ⅴ字型 , コ ウ ベ モ グ ラ で ゆ る や
か に 琴 曲 し て 逆 U 字型 で あ る こ と が 用 い ら れ る
(A be, 196 7 など の 他 , 阿部 ら, 1994)｡ し か し こ
の 形 質 に は 明瞭 な齢変異 が存在 し, 若齢 の コ ウ ベ
モ グ ラ は ア ズ マ モ グ ラ に 似 た 逆 Ⅴ 字型 の 上顎切歯
列を持 っ て い る 場合 が 多 い た め , そ の 種 間, 同 種
個体問 で の 比 較 に は 齢 の 等 し い も の を 用 い る こ と
が 重要 で あ る (A be, 1967, 1995; 阿部 , 1988 ;
M otoka w a a nd A be, 199 7)｡ ま た 切歯列 の 形状 に
は齢変異 に 加 え て 個 体差も存在す る た め , こ の 2
種 の 正 確 な 鑑別 に は あ る 程度経験 を要 し, 慎 重 に
行 わ な け れ ば な ら な い 場 合 も あ る (櫛橋, 198 2)｡
今 回 種 の 推定 の 対象 と し た 化石 の 上顎切歯列 の
突 出度 は0.20で あ り , こ の 数 値 は コ ウ ベ モ グ ラ の
範 囲 に 含 ま れ , 他 の 2 種 の 値 と は 異 な っ て い た
(A be, 196 7, 1995 ;阿部 , 1988; M otoka w a a nd
A be, 19 97)｡ しか し, 写 真 を 見 る限り で は こ の 標
本 の 上顎切歯列 の 形状 は ア ズ マ モ グ ラ の よ う に も
見 え る た め ( 阿部 永氏私信), こ こ で 用 い た 判
別関数 に基 づく種 の 推定 の よ う な , さ ら に 詳 細 な
分析 が必要 に な っ た ｡ 今 回 の 判 別関数 の 判別精度
が ア ズ マ モ グ ラ と判 別 さ れ る 場合 を除 い て か な り
高 か っ た 理 由 に は, 従 来 の 研 究 に 基 づ き 頭骨計測
値 の 絶対値 で は な く 相対値 を 用 い た こ と と , 判 別
対象 と同 じ齢段階 の 個体 だ け を 用 い た こ と が 考 え
ら れ る｡
ア ズ マ モ グ ラ と い う 判 別結果 が 出 た場合 の 誤判
別率 は , 他 の 結果 が 出 た 場合 よ り も高 か っ た ｡ こ
れ は こ の 種 が 口 蓋部 の 形状 で サ ド モ グ ラ よ り も コ
ウ ベ モ グ ラ に, 上 顎 切歯列 の 形状 で コ ウ ベ モ グ ラ
よ り も サ ド モ グ ラ に 似 て お り, 他 の 2 種 の 中 間的
な形態 を持 っ た 種 で あ る た め で あ ろ う ｡ ま た , 用
い た 現生頭骨標本 の 点数 は コ ウ ベ モ グ ラ が 最 も多
か っ た に も 関 わ ら ず, サ ド モ グ ラ と い う 判 別結果
が 出 た場合 の 誤判別率 が最 も低か っ た の は , こ の
種 が 日 本産 モ グ ラ 属 3 種 の 中 で 最 も 独自性 の 高 い
形態 を持 ち , む し ろ ミ ズ ラ モ グ ラ に近 い と い う 見
解 (A be, 1 967, 1995; 阿 部, 1961, 1988, 1 991;
吉行 , 1986) を 支持す るもの で あ る 可能性 が あ る ｡
な お , 今 回 対象 と し た 化石 は上顎部分 の み で あ
る た め , 下 顎 切歯 の 数 で モ グ ラ 属 と 区別 さ れ る ミ
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ズ ラ モ ダ ラ 属 の も の で あ る と い う 可能性も検討す
べ き で あ る｡ し か し, 判別 の 結果 は モ グ ラ 属 3 種
の う ち で 最も ミ ズ ラ モ グ ラ に 近 い サ ド モ グ ラ で は
な く , 最 も ミ ズ ラ モ グ ラ属 と の 系統的距離 の か け
離 れ た コ ウ ベ モ グ ラ で あ っ た こ と, 過 去 の 日 本列
島 に コ ウ ベ モ グ ラ に 似 た 上顎切歯列 の 形状 を持 っ
た ミ ズ ラ モ ブ ラ 属 の 未知 の 種 が い た と は あ ま り 考
え ら れ な い こ と , 多 数 の モ グ ラ 属 の 化石 が 見出 さ
れ て い る 同 じ地域 の 地層や れ っ か 堆積物中か ら ミ ズ
ラ モ ダ ラ 属 の 下 顎化石 が 記録 さ れ て い な い こ と か
ら, そ の 可 能性 を考慮す る必要 は な い と 思 わ れ る ｡
一 方 , 現 生 の モ グ ラ 属 の 種 の 区 別 も, 上 述 の よ
う に 上顎切歯列 の 形状 だ け で は困戟 な場合 が あ る｡
今 回 の 結果 は , ア ズ マ モ グ ラ と い う 判 別結果 が 出
た場合 の 信頼性 に 大 き な問題 が残 っ て い る も の の ,
判別 関数 が あ る程度 そ う し た 場合 に 役立 つ こ と を
示 し て い る ｡ 今 回作出 し た 判別関数 は生後 1年未
満 や 2 年以上 の 個体 に 用 い る こ と は で き な い が ,
現 生標本 を対象 とす る場合 は そ れ ぞ れ の 齢 ご と の ,
さ ら に は 雌雄別 の 判別関数 を用 い る こ と で , さ ら
に 精 度 を とげ る こ と が 可能 で あ ろ う ｡
こ の 化 石 の 含 ま れ て い た れ っ か 堆積物 の 堆積年
代 は, 前 述 の よ う に 中 期 ま た は 後期更新世 と推定
さ れ て い る (S bika m a a nd Ha s ega w a, 1958; 良
谷 仙 1966; To mida a nd Saku r a, 1991)｡ し か し,
中部 地方 に お け る現在 の ア ズ マ モ グ ラ と コ ウ ベ モ
グ ラ の 分 布境界線 は石川県か ら 岐阜県 , 長 野県 か
ら静岡県 に か けて 存在 して お り (阿部, 1961, 1974,
1991, 1998a, b; A be, 1967, 19 85, 1995), コ ウ
ベ モ グ ラ は 環 境条件 が良好 で あ れ ば14年間 に 約 3
km , あ る い は34年間 に 最高10数km と い っ た 早 い
速 度 で ア ズ マ モ グ ラ を 駆 逐 し て 分 布域 を拡大す る
こ と が あ る ( 阿部 , 1974, 1998a : A be, 1985; 横
畑 , 1998)｡ そ の た め , 現 在 の 両 種 の 分布境界域
に 極 め て 近 い (30km 程度 し か 離 れ て い な い) 静
岡県引佐町 に , 更 新世 に コ ウ ベ モ グ ラ が 生 息 し て
い た と は 考 え 難 い ｡ こ の 点 に つ い て は , こ の 化石
が 地層 を構成す る堆積岩 の 中 で は な く , 採石 場 の
れ っ か 堆積物 か ら発見 さ れ て い る こ と か ら, 後 の
時 代 に 生息 し て い た コ ウ ベ モ グ ラ の 遺 体 が 堆積物
中 に 混入 し て 化 石化 し た 可能性 が あ る ( 長谷川善
和氏 , 私 信). し か し 一 方 で , 最 近 の ミ ト コ ン ド
リ ア D N A を用 い た 分子遺伝学的 な研究 か ら , 日
本 列島内 の コ ウ ベ モ グ ラ に は ア ズ マ モ グ ラ に 匹 敵
す る程度 の 地域間 で の 遺 伝的分化 が生 じ て い る こ
と が 知 ら れ つ つ あ り ( 岡本 , 1998a, b), 現 在 の
ウ ル ム 氷期 に は 対馬 お よ び 朝鮮海峡 が閉鎖 さ れ て
い な か っ た と い う 見 解 (大嶋, 198 2, 1990; 大 場,
1988) な ど か ら も , コ ウ ベ モ グ ラ の 日 本 列島 へ の
進 入以降 の 歴史 は従来考 え ら れ て い た よ り は長 い
も の と 考 え ら れ る｡ 今 回種 の 推定 を行 な っ た 化 石
は生息年代 が不明 で あ る が , 今 後 は さ ら に 種 の 推
定技術 の 向上を は か り , 他 の 化石資料 か ら の 手 が
か り を増 やす と同時 に , 分 子 遺伝学 や地史学的研
究 の 情報 と の 総 合 に よ っ て , 日 本産 モ グ ラ 相 の 形
成過程 を さ ら に 明 ら か に し て ゆ く 必要 が あ る ｡
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